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1. 正常毛包構造

2. 毛包炎・毛包周囲炎

3. 脱毛症 標本作成方法・水平断の所見の取り方



1. 正常毛包構造



Ackerman AB: Histologic diagnosis of inflammatory skin diseases
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古賀佳織：炎症性皮膚疾患の病理診断 第10回 毛包炎/毛包周囲炎 病理と臨床2008より一部改訂



上部（固定部）

漏斗部（毛包開口部から脂腺導管開口部） 峡部（脂腺導管開口部から立毛筋付着部）



成長期毛包下部（変動部）（立毛筋付着部より下端 ）

毛幹部外毛根鞘

内毛根鞘

毛球部

毛乳頭

毛母基



➢毛包上皮あるいは毛包周囲組織に炎症細胞が浸潤する疾患。

➢注目する所見

炎症細胞の浸潤部位

浸潤する細胞の種類

感染性／非感染性

２．毛包炎・毛包周囲炎

表在型 （漏斗部中心）

深部型 （漏斗部、峡部、下部）



立毛筋

Case 1 40代、女性。顔面紅色丘疹。







炎症細胞の浸潤部位

    表在型 （漏斗部中心）

       深部型 （漏斗部、峡部、下部）

炎症細胞の種類

感染性／非感染性

①

②

③



炎症の原因もしくは
主な浸潤細胞の種類

診断名 診断の手がかりになる所見

感染源判明

細菌性 化膿性毛包炎 毛包漏斗部の好中球浸潤

真菌性 皮膚糸状菌症 菌子

カンジダ皮膚炎 胞子

ウィルス性 ヘルペス性毛包炎 球状変性、核の淡明化

スピロヘータ 梅毒二期疹 らせん菌

感染源不明

好中球浸潤
尋常性ざ瘡 面皰形成

酒さ 毛包周囲の組織球浸潤

好酸球浸潤
好酸球性膿疱性
毛包炎（太藤病）

漏斗部の好酸球集族

古賀佳織：炎症性皮膚疾患の病理診断 第10回 毛包炎/毛包周囲炎 病理と臨床2009

毛包炎、表在型



尋常性乾癬に対してアプレミラストの治験中。

40歳代、女性。顔面紅色丘疹。

診断

Suppurative folliculitis (化膿性毛包炎),

consistent



毛包炎でみられる感染源

PAS真菌（ピチロスポルム）

毛包虫（ニキビダニ）

細菌



ヘルペス性毛包炎



Eosinophilic pustular folliculitis (好酸球性膿疱性毛包炎、太藤病)



Case 2 30代、女性。急速に拡大する臀部の潰瘍。潰瘍性大腸炎の既往があ
り。臨床診断：壊疽性膿皮症。







炎症の原因もしくは
主な浸潤細胞の種類

診断名 診断の手がかりになる所見

感染源判明

細菌性 せつ、よう 毛包上皮の断裂

真菌性 限局性白癬性肉芽腫 真菌要素

ウィルス性 ヘルペス性毛包炎 球状変性、核の淡明化

感染源不明 好中球浸潤

集簇性ざ瘡
ケロイド性ざ瘡
化膿性汗腺炎

漏斗部表皮が断裂、
周囲の広範囲な線維化

酒さ、LMDF
組織球浸潤（類上皮肉芽腫）
毛包周囲の好中球浸潤

壊疽性膿皮症、早期病変 毛包周囲の密な好中球浸潤

ハロゲン皮膚症 偽癌性表皮肥厚

毛包炎、深部型

古賀佳織：炎症性皮膚疾患の病理診断 第10回 毛包炎/毛包周囲炎 病理と臨床2009

LMDF: Lupus miliaris disseminatus faceie（顔面播種状粟粒性狼瘡）



診断

Pyoderma gangrenosum (壊疽性膿皮症), 

consistent

• 小膿疱と丘疹にはじまり辺縁が隆起
した潰瘍を急速に形成。

• 10-50歳代の女性、下肢、臀部、腹部
に好発する。

• 原因不明だが、潰瘍性大腸炎、関節
リウマチ、白血病などを合併すること
がある。



深在性真菌症
（クリプトコッカス感染症）



表在型か、深部型か。

炎症細胞浸潤の種類に注目。

+ 手がかりとなる所見

毛包炎・毛包周囲炎の病理診断

＊常に感染症（細菌、真菌、抗酸菌、ウィルス）の鑑別を考慮する。

+臨床情報



3. 脱毛症

パターン分類

標本作成方法・水平断の所見の取り方



非瘢痕性脱毛症

原発性脱毛症

円形脱毛症

男性型脱毛症

休止期脱毛症

トリコチロマニア（抜毛症）

先天性脱毛症 瘢痕性脱毛症

続発性脱毛症 感染症、物理的障害（外傷、熱傷）

皮膚紅斑性狼瘡
毛孔扁平苔癬
禿髪性毛包炎・・・



瘢痕性脱毛症 vs 非瘢痕性脱毛症



瘢痕性脱毛症 vs 非瘢痕性脱毛症



立毛筋

上部
（固定部）

下部
（可変部） 

バルジ領域
(CK15陽性)

瘢痕性脱毛症

立毛筋付着部位が破壊されて起きる脱毛症。

SMA/CK15 二重染色

非可逆性
脱毛

Sperling LC: An atlas of hair pathology with clinical correlations p9



瘢痕性脱毛症

続発性 感染症（真菌など）、物理的障害（外傷、熱傷）

• 皮膚紅斑性狼瘡

• 剣創状強皮症

• 毛孔扁平苔癬

• 禿髪性毛包炎

• 解離性蜂巣炎/ 膿瘍性穿掘性頭部毛包周囲炎

• 頭部乳頭状皮膚炎

原発性

立毛筋付着部位が破壊されて起きる
非可逆性脱毛症。



Stefano CM, Histopathology: 56; 24-38, 2010

炎症細胞の種類
に注目



非瘢痕性脱毛症

男性型脱毛症

休止期脱毛状態

毛包構造の障害

毛周期の異常
（小型化による)

硬毛密度の減少

円形脱毛症

トリコチロマニア（抜毛症）



非瘢痕性脱毛症

• 円形脱毛症

• 男性型脱毛症

• 休止期脱毛症

• トリコチロマニア（抜毛症）

• 圧迫性脱毛症

• 梅毒性脱毛症

• SLEに伴う脱毛症

• 側頭部三角形脱毛症

• 成長期脱毛症

• 乾癬性脱毛症

• TNGα inhibitor関連脱毛症

✓ 毛包構造の傷害

✓ 毛周期の異常

✓ 硬毛密度の減少

（小型化）



非瘢痕性脱毛症

円形脱毛症

男性型脱毛症

休止期脱毛

牽引性脱毛症
トリコチロマニア（抜毛症）

✓ 毛包の小型化

✓ 成長期／休止期比の異常

＋ ー

高度 軽度から中等度

• 毛乳頭周囲の
炎症細胞浸潤

• 均一性

毛幹・毛包構造の異常

様々なサイズの毛包
（不均一性）

ごく軽度



脱毛症の病理組織診断で確認する所見

• 毛密度

• 種類（硬毛、軟毛）の比率

• 毛周期

• 炎症細胞の分布・種類

• 間質の変化

• その他

＋

定量的評価



脱毛症の病理診断は、通常の切り出し方法のみでは診断が難しい

2-3の毛包単位（検体内の約10%の毛包）しか、観察できない。

Sperling LC: J cutan Pathol 2001: 28; 333-342

（垂直断）





水平断

・多数の毛包を観察できる。

・毛密度、種類、毛周期を観察できる。

垂直断

・真皮表皮境界部の観察ができる。

・毛孔開口部の観察ができる。

・標本の全体像を観察できるので、
特に炎症の部位を正確に把握す
ることができる。



Tailor et al. J Cutan Pathol 40: 298-304, 2013

2カ所採取



Tailor et al. J Cutan Pathol 40: 298-304, 2013

病変部より2カ所採取

検体が１つしか
なければ、

水平断を選択。



大山学：皮膚科臨床アセット6 脱毛症治療の新戦略 脱毛症の病理組織診断法



どのレベルの切片で所見をとるのか？

立毛筋
付着部

上部
（固定部）

下部
（可変部） 

立毛筋
付着部



水平断標本の所見の取り方

• 毛密度

• 種類（硬毛、軟毛）の比率

• 毛周期



Follicular unit (毛包単位)：硬毛，軟毛，そして脂腺小葉よりなる複合体。

10-12単位。1単位内に2-4個の終毛と0-2個の軟毛。

毛密度
✓ 毛包単位・毛包数
✓ 瘢痕の有無
✓ 脂腺
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種類（硬毛、軟毛）の比率

硬毛

軟毛

軟毛

硬毛

直径0.03mm 未満：軟毛
0.03mm 以上：硬毛

✓ 毛包の小型化



・毛密度
21.4±3.6 (4mmパンチ)

・種類（硬毛、軟毛）の比率
硬毛：軟毛=10.8: 1

・毛周期
成長期：95%、休止期：5% 
(約10: 1)

アジア人種における正常コントロール値



成長期 退行期 休止期

Ackerman AB: Histologic diagnosis of inflammatory skin diseases

毛周期

成長期：85-90%、休止期：10%  (約10: 1)

2-6年 2-3週 3-4か月

✓ 成長期／退行・休止期比



1

1

2
2

成長期毛



1

2

1

2

休止期毛

Sperling LC: An atlas of hair 

pathology with clinical 

correlation p12



正常毛包の水平断所見

・毛密度・・・ 10-12FU (4mmパンチ) 20本程度

・種類（硬毛、軟毛）の比率・・・硬毛：軟毛=5-10: 1（成人）

・毛周期・・・成長期：85-90%、休止期：10%  (約10:1)

＊4mm パンチで生検された水平断での正常コントロール値



Case 1 40代、女性

症例提供：
京都大学・
久留米大学医学部
皮膚科学教室
加来 洋先生
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Cicatricial alopecia

(Scarring alopecia)

✓ 毛包単位：8, 総毛包数：13本

✓ 脂腺のない瘢痕化した毛包＋立毛筋付着部付近の炎症

✓ 毛包の小型化：なし







原発性 リンパ球浸潤 慢性皮膚エリテマトーデス
毛孔性扁平苔癬

萎縮性脱毛症
Central centrifugal cicatricial alopecia
ムチン沈着性脱毛症
Keratosis follicularis spinulosa decalvans

好中球浸潤 禿髪性毛包炎
解離性蜂巣炎/ 膿瘍性穿掘性頭部毛包
周囲炎

混合性浸潤 頭部乳頭状皮膚炎
壊 死 性 毛 包 炎 / Folliculitis (Acne)
keroidalis
Erosive pustular dermatosis

瘢痕性脱毛症

古賀佳織：脱毛症の病理組織学的鑑別点、 9 エキスパートに学ぶ皮膚病理診断



診断

Cicatricial alopecia, consistent with lichen planopilaris

(Scarring alopecia) 

or

Cicatricial alopecia with lymphocytic  infiltration

(Scarring alopecia) 
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Case2 40代、男性





Non-cicatricial alopecia

(Non-scarring alopecia)



✓ 毛包単位：9, 総毛包数：21本

✓ 瘢痕：なし（脂腺は保たれている）

✓ 毛包の小型化：あり

✓ 成長期／休止期比： (4本)/ 17本



非瘢痕性脱毛症

円形脱毛症

男性型脱毛症

休止期脱毛

牽引性脱毛症
トリコチロマニア（抜毛症）

✓ 毛包の小型化

✓ 成長期／休止期比の異常

＋ ー

高度 軽度から中等度

• 毛乳頭周囲の
炎症細胞浸潤

• 均一性

毛幹・毛包構造の異常

様々なサイズの毛包
（不均一性）

ごく軽度



毛乳頭周囲の炎症細胞浸潤



診断

Non-cicatricial alopecia (Non-scarring alopecia) , 

consistent with alopecia areata, active phase



• 後天性脱毛症のなかで最も頻度が高い。

• 円形～斑状の脱毛斑が頭部のみならず毛髪の存在する部位に生じる。

• 病態は、自己免疫異常説が最も有力。（成長期毛の免疫寛容の破綻）

Alopecia areata: 円形脱毛症



・水平断標本の作成方法と所見の取り方。

・瘢痕性脱毛症か、非瘢痕性脱毛症か。

・瘢痕性脱毛症：
原発性/続発性か。
原発性であれば、炎症細胞浸潤の種類に注目。

・非瘢痕性脱毛症：
毛包の小型化 → 成長期・休止期比。

脱毛症生検の病理診断

＊4mmパンチで生検。
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